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Active IQ Unified Manager の健常性監視の概要

Active IQ Unified Manager （旧 OnCommand Unified Manager ）では、 ONTAP ソフト
ウェアを実行する多数のシステムを一元化されたユーザインターフェイスで監視できま
す。Unified Manager サーバインフラは拡張性とサポート性に優れ、高度な監視機能と通
知機能を備えています。

Unified Manager の主な機能には、クラスタの可用性と容量の監視 / 通知 / 管理、保護機能の管理、診断デー
タの収集とテクニカルサポートへの送信などがあります。

Unified Manager を使用してクラスタを監視できます。クラスタで問題が発生すると、 Unified Manager のイ
ベントを通じて問題の詳細が通知されます。一部のイベントでは、問題を解決するための対応策も提示されま
す。問題が発生したときに E メールや SNMP トラップで通知されるように、イベントにアラートを設定する
ことができます。

Unified Manager では、アノテーションを関連付けることで環境内のストレージオブジェクトを管理できま
す。カスタムアノテーションを作成し、ルールに基づいて動的にクラスタ、 Storage Virtual Machine （ SVM

）、およびボリュームを関連付けることができます。

また、それぞれのクラスタオブジェクトについて、容量や健全性のグラフに表示される情報を使用してストレ
ージ要件を計画することもできます。

物理容量と論理容量

Unified Manager は、 ONTAP ストレージオブジェクトに使用される物理スペースと論理スペースの概念を利
用します。

• 物理容量：物理スペースは、ボリュームで使用されているストレージの物理ブロックを表します。「物理
使用容量」は、通常、ストレージ効率化機能（重複排除や圧縮など）からのデータ削減のため、使用済み
論理容量よりも小さくなります。

• 論理容量：論理スペースは、ボリューム内の使用可能なスペース（論理ブロック）を表します。論理スペ
ースとは、重複排除や圧縮の結果を考慮せずに、理論上のスペースをどのように使用できるかを指しま
す。「 Logical space used 」は、使用済みの物理スペースに加えて、設定済みの Storage Efficiency 機能
（重複排除や圧縮など）による削減量を示します。この測定値は、データ圧縮などの物理スペースの削減
量を反映していないため、使用済み物理容量よりも大きく表示されることがよくあります。したがって、
合計論理容量は、プロビジョニング済みスペースよりも多くなる可能性があります。

容量の単位

Unified Manager は、 1024 （ 210 ）バイトのバイナリ単位に基づいてストレージ容量を計算します。ONTAP

9.10.0 以前では、これらの単位は KB 、 MB 、 GB 、 TB 、 PB として表示されていました。ONTAP 9.10.1

以降、 Unified Manager では KiB 、 MiB 、 GiB 、 TiB 、および PiB として表示されます。

スループットに使用される単位は、すべてのリリースのONTAP について、1秒あたりのキロバ
イト数（Kbps）、1秒あたりのメガバイト数（Mbps）、1秒あたりのギガバイト数（Gbps

）、1秒あたりのテラバイト数（Tbps）などとなります。
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Unified Manager for

ONTAP 9.10.0
以前の容量ユニットが表
示されます

Unified Manager for

ONTAP 9.10.1
で表示される容量の単位

計算 バイト単位の値

KB KiB 1024 1024 バイト

MB MIB 1024 * 1024 1 、 048 、 576 バイト

GB GIB 1024 * 1024 * 1024 1,073,741,824 バイト

容量 TiB 1024 * 1024 * 1024 *

1024
1 、 099 、 511 、 627 、
776 バイト

Unified Manager の健常性監視機能

Unified Manager のサーバインフラは拡張性とサポート性に優れ、高度な監視機能と通知
機能を備えています。Unified Manager では、 ONTAP ソフトウェアを実行しているシス
テムの監視をサポートします。

Unified Manager には次の機能があります。

• ONTAP ソフトウェアがインストールされたシステムの検出、監視、通知

◦ 物理オブジェクト：ノード、ディスク、ディスクシェルフ、 SFO ペア、ポート、 」を参照してくだ
さい

◦ 論理オブジェクト：クラスタ、 Storage Virtual Machine （ SVM ）、アグリゲート、ボリューム、
LUN 、ネームスペース、 qtree 、 LIF 、 Snapshot コピー、ジャンクションパス、 NFS 共有、 SMB

共有、ユーザクォータとグループクォータ、 QoS ポリシーグループ、イニシエータグループ

◦ プロトコル： CIFS 、 NFS 、 FC 、 iSCSI 、 NVMe および fcoe です

◦ ストレージ効率化： SSD アグリゲート、 Flash Pool アグリゲート、 FabricPool アグリゲート、重複
排除、圧縮

◦ 保護： SnapMirror 関係（同期および非同期）および SnapVault 関係

• クラスタの検出と監視のステータスを表示します

• MetroCluster over FCおよびIP構成：クラスタコンポーネントの設定、問題、接続ステータスを表示およ
び監視します。MetroCluster over FC構成用のMetroCluster スイッチおよびブリッジ

• アラート、イベント、およびしきい値インフラが強化されています

• LDAP 、 LDAPS 、 SAML 認証、およびローカルユーザのサポート

• RBAC （事前定義された一連のロール）

• AutoSupport とサポートバンドル

• ダッシュボードが強化され、環境の容量、可用性、保護、パフォーマンスなどの健全性が表示されるよう
になりました

• ボリューム移動の相互運用性、ボリューム移動の履歴、およびジャンクションパスの変更履歴
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• 影響範囲：障害が発生したディスク、 MetroCluster アグリゲートのミラーリングがデグレード状態、
MetroCluster のスペアディスクなど、イベントの影響を受けるリソースがグラフィカルに表示されます

• MetroCluster イベントの影響を表示する有効範囲

• Suggested Corrective Actions area ： Some Failed Disks 、 MetroCluster Aggregate Mirroring Degraded

、 MetroCluster Spare Disks Left Behind イベントなどのイベントに対処するために実行できる対処方法を
表示します

• 「影響を受ける可能性があるリソース」領域には、「ボリュームがオフライン」イベント、「ボリューム
が制限状態」イベント、「シンプロビジョニングボリュームにスペースリスクあり」イベントなどのイベ
ントの影響を受ける可能性があるリソースが表示されます

• FlexVol または FlexGroup を備えた SVM がサポートされます

• ノードのルートボリュームの監視がサポートされます

• 再利用可能なスペースの計算や Snapshot コピーの削除など、 Snapshot コピーの監視機能が強化されま
した

• ストレージオブジェクトのアノテーション

• 物理容量と論理容量、利用率、スペース削減率、パフォーマンス、関連イベントなど、ストレージオブジ
ェクトの情報の作成と管理に関するレポート

• OnCommand Workflow Automation と統合してワークフローを実行

Storage Automation Store で、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）用に開発されたネットアッ
プ認定のストレージワークフロー自動化パックを提供しています。パックをダウンロードし、 WFA にイ
ンポートして実行できます。自動化されたワークフローは、次の場所で入手でき

"Storage Automation Store の略"

ストレージシステムの健常性を管理するために使用される
Unified Manager のインターフェイス

ここでは、Active IQ Unified Manager でデータストレージの容量、可用性、保護に関す
る問題をトラブルシューティングするための2つのユーザインターフェイスについて説明
します。2 種類の UI とは、 Unified Manager Web UI とメンテナンスコンソールです。

Unified Manager の保護機能を使用する場合は、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）もインストー
ルして設定する必要があります。

Unified Manager Web UI

Unified Manager Web UI では、管理者がデータストレージの容量、可用性、保護に関連するクラスタの問題
を監視してトラブルシューティングすることができます。

これらのセクションでは、管理者がUnified Manager Web UIに表示されるストレージ容量、データの可用性、
または保護に関する問題をトラブルシューティングする際に従う共通のワークフローについて説明します。

メンテナンスコンソール

Unified Manager のメンテナンスコンソールでは、管理者が Unified Manager サーバ自体に関連するオペレー
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ティングシステムの問題、バージョンアップグレードの問題、ユーザアクセスの問題、およびネットワークの
問題を監視し、診断し、対処することができます。Unified Manager Web UI を使用できない場合は、メンテ
ナンスコンソールが Unified Manager にアクセスする唯一の手段となります。

この情報は、メンテナンスコンソールにアクセスしてUnified Managerサーバの機能に関連する問題を解決す
るために使用します。
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